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1 「まち学習」を知っていますか？

(1) 「まち」の何を教えるのでしょう
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「まち学習」という言葉があります。 これは建築学や地理学の友人たちと、 私と同じように建築
から家政に入った東京学芸大学の小澤紀美子先生を中心にしたグループで、 「まちづくり学習」では
なく 「まち学習」ということで、 ここ数年、 研究活動を進めてきています。 後でお話しますが、 「ま
ちづくり学習」になってしまうと、 どうも小学校や中学校でテーマにした場合、 「つくる」という言
葉が入るために誤解されてしまうということがあります。つまり、 「まちづくり」に関する知識を教
える場とされると困るということなのです。 小学校でまちづくりに関心を持ってもらうことと、 ま
ちづくりの単語を覚えてもらうことは違います。 私たちは専門的知識を覚えるということ以上にま
ちの何を学ぶのかということを気にしているわけです。

実は 「まちをつくる学習」というのは、 私自身どこで習ったかといえば小中高と全くなくて、 大
学の建築学科の都市計画という授業のなかで、 経験したわけでして、 やはり 「まちをつくる学習」
となってしまうと、 大学の専門教育になってしまうであろう。 大事なことは 「まちをつくる学習」
ではなくて、 いま必要なのは 「まちをたべる学習」ではないかと、 教育学部に赴任して、 将来家庭
科の先生になるという希望を持った学生たちとおつきあいする中で考えるようになりました。 工学
部建築学科にいる時は 「まちをつくる学習」をしてきましたけど、 「まちを上手にたべる学習」を子
どもたちに伝えるということが、 いま一番、 大事なのかなと思うようになったわけです。 あるいは

「たべる楽しさを育む学習」というのが 「まち学習」ではないかと思うわけです。

(2) いままちづくりで必要とされる学習は？
なぜ、 このようなことを考えたかというと、 「まちをたべる」ということに関して、 これは都市計

画の講演の時にも使う話なのですが、 私たち住民が 「まちをたべる人」、 行政や建築の専門家が 「ま
ちをつくる人Jだとすると、これまでは 「まちをつくる人」がいろいろつくってあげて、 「たべる人」
はどう参加するかといえば、 まさにたべる場面しかないわけです。 つまり、 住民参加といいまして
も、 与えられた料理をたべた時に、 ほめるという形でおかわりを陳情するか、 反対運動を起こして
料理を突き返すかという場面しか残されていません。 このような場面のツールを子ども達に教えた
としても、 あまり意味はないわけです。 「まち学習」の先進地である英国では、 そういう住民運動を
させるために子どもに住環境教育をしているわけではなく、 全然違う意味でやっています。 ですか
ら、 いくら都市計画用語や反対運動のやり方を教えたとしても、 そこには、 「たべる人」と 「つくる
人」との間の溝何か境目のようなものがあるわけです。 住宅の間取りに例えれば、 「つくる人」の
いる台所と 「たべる人」のいる食堂の間に、 厚い壁があります。 いままで雑誌や新聞に紹介された
まちづくりの成功事例は、 「たべる人」が運良く台所の中に入ることができて、 「つくる人」の代わ
りにフライパンを持って料理を作ることができたケースです。 自分たちが作った公園の方が行政の
作った公園より良いでしょうというわけですが、 間に壁が存在している以上は、 そのような成功事
例は一過性のものであって長続きしないだろうと思うわけです。ですから、 「たべる人」である市民
に料理のつくり方、 つまり専門的な都市計画の仕組みを教えても仕方がないであろう。 「たべる人」
が真っ当な 「たべる人」に成長していくための教育が必要なのではないかと考えます。

例えばカレーライスをつくる時に、 カレーライスに使う玉葱を育てるの 「たべる人」の役割なん
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です。これまでのまちづくりでは、 カレーライスを作るために『霞ヶ関』というスーパーマーケッ
トに行って、 全国一律のレシピに沿った形で、 補助金、 つまり玉葱やカレー粉や肉を買ってきて、
結局どこも同じような街になってしまいました。でも本当の玉葱は地域にある。それを育てる人は

「たべる人」なんですね。だから素材の提供も「たべる人」の役割でしょうし、 それを味見させて
もらう権利も 「たべる人」にはあるだろう。 そして後は 「つくる人」にお任せして、 たべる環境
例えば食卓にテーブルクロスを用意するとか、真ん中に一輪刺しを置くとか、あるいはお皿 そのも
のを作るとか。 それは 「たべる人」の役割なんですね。 そういうことを教えるのが 「まち学習」で
あって、 「つくる人」の養成はやはり専門家教育にまかせるしかないだろうと思うわけです。

私は弘前大学に来た当初、 少し突っ張って、学生たちに「つくる人」のための教育をしようかと
思いました。都市計画の用語も難しい理論も そのまま教えようかと思いました。しかし彼らには、
小学校や中学校の先生になって、 その学習の成果を発揮する場面があまりないわけです。むしろ、
上手にまちをたべることのできる人を育てる教育、 それは素材を発見する方法や味見のやり方や、
受け皿づくりのための方法論を学ぶわけで、 それに家庭科という非常に幅広い教科が対応できるは
ずだと思って、方針を変えたわけです。

ところで、行政の職員の方々の前でこういった話を講演する時には、 「皆さん、まちをつくるだけ
でなくて、 一緒にたべましょうよ」と呼びかけます。行政は自分たちのまちづくりを評価する時に
一般的にはアンケートをとりますが、実はアンケートをとる時間があったら、 一緒に 「たべる」こ
とさえすれば一発でわかるわけです。これまではどうしても行政職員はレストランの厨房の中にい
るコックさんのように、遠くで気にしながら実際に 「たべる」場面には来なかったわけです。家庭
の食卓を考えると、お母さん、 お父さんはすぐそばにいるわけで一緒にご飯をたべるわけです。今
日のカレーが甘すぎたか辛すぎたかは子どもの顔や食の進み方を見れば一発でわかります。私は行
政マンに市民と一緒に 「まちをたべる」ための教育を時々しています。そして、子ども達に対して、

「まちをたべる」楽しさや面白さ、 そして 「たべる」ことの責任を説明したい。ですから私たちは
「まちづくり学習」ではなくて 「まち学習」と言っているのです。

(3)英国の住環境学習
英国の住環境教育はどのように行われているかといえば、先ほどから言っているように 「まちづ

くりの教育」ではありません。「まち学習」の基本的なスタイルは発見的学習です。この発見的学習
はどのような方法かといいますと、 根底にありますのは見つけてきたものに対して自分が何か答え
を出すというよりも、 自分たちもきっとまちや環境に対して何かできるはずである、 そういう自信
と、いまこの環境を自分たちが何かしなければいけないという責任を感じさせるということ。この
2つの目的から、 自分の身のまわりの環境を歩き回ってきて、 そこで発見したものに何らかの回答
を出すということを、学習としてやっています。ですから、住環境や都市計画とはこういうもので
すよという座学ではありません。街を歩いてきてストリ ートファニチュア（ゴミ箱や公衆トイレな
ど）を見て、 自然環境をからだで体験し、人に会って話を聴いてくるといった中で、 何かを発見し
ていく。これを住環境教育のプログラムにしてあります。

その一つの事例がタウントレイルという授業です。トレイルというのは歩いてくるという意味で
す。実際に私が見てきた英国の小学校の1クラスの生徒数は2 0人くらいでしたが、 それでも先生
1人で2 0人の子ども達と一緒にまちを歩くのは大変です。英国でタウントレイルという授業が成
り立っている背景には、PTAや PTA以外の地域の方々、大学生のボランティアの存在があります。
私の研究室でも小学校や中学校の現場に参画していますが、 そういう形で将来学校の先生になりた
いという学生と、 あるいは建築家になりたいという工科系の学生が子どもたちと一緒にまちを歩く
という授業をしています。

英国の 「まち学習」はボクシングのボディブローのようなものだと思います。ノックアウトはす
ぐにはできないけれども、20年後にじわじわと効いてくるような力が、こういう教育の方法にある
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と思います。 授業も見てきましたが、 学校で都市計画の専門用語などは一言も教えていません。
もう一方で景観から学んでいこうという学習方法があります。 「LearningThrough Land scapes」

というこの方法の特徴は、 まちに出かけて岩木山を撮って来なさいという話ではなくて、 自分にも
っとも身近な景観はどこだろうということから、あるフィ ールドを対象にして授業をするわけです。
それは校庭です。 子ども達にとって最も身近な景観は学校の校庭ですから、 学校の環境を自分達で
いじれない人間がまちに出て行ってまちづくりなどできないだろう、 まずは自分たちの校庭は自分
たちで整備していこうという住環境教育のスタイルです。 つまりここで経験することが、 将来 「ま
ち」というフィ ールドに出た時に効くだろうということで、 校長の裁量でお金をつけて、 実際に校
庭を改良していきます。 私が数年に見学してきた事例をちょっとお見せします。

ニューキャッスルというイングランドの北部
にある都市の小学校の実践です。 最初に何をし
ているかといえば、 学校の敷地内から様々な形
をスケッチしてくるという授業をしています。
これは図工の授業の一つとしてやっています。
ここに描いているのは窓ですが、 さすがに小学
校の敷地内ですから誰も窓を飾ってはいません。
ただ無味乾燥に同じ窓を20も 30も描いてあり
ます。 そうかと思うと、 レンガのブロックの塀
の絵とか、 路面に紙を置いて模様を擦り出した
絵があります。 形を撮ってくるカメラを使わず
に、 デザインのモチーフ、 この小学校でどんな
形がいいのか子ども達に判断させるわけです。

使われ方の研究もします。 これはある日の校
庭の使われ方です。 算数の授業を応用していま
すので、 どこに何人いたか、 後でグラフを描か
せます。 観察ということで、 理科の授業にもな
ります。 それで、 このような調査図面が作成さ
れるわけです。

その次にやることは何かといいますと、 「 the
Good, the Bad and the Ugly」という英語が出
てくるわけです。 これは自分たちが学校の敷地の中で見つ
けてきた要素を、 この3つに評価つまりチェックするわけ
です。 theGoodはキープしたいもの、 つまり改造計画の中
で残したいものとして、 このニコちゃんマークのようなシ
ールを貼ります。 theBadは取り除きたいもの、 これはだ
めだというものです。、 一番大事なのは、 theUglyという
言葉です。 私はこの言葉こそ、 イギリスの住環境学習の本
質だと思っています。

ご存知のようにUgly を普通の英和辞書で調べると 「醜
い」とか 「ぶざま」という訳になると思います。 「醜いアヒ
ルの子」というのが theUgly Duckですよね。しかしこの
用語が一番大事だと思うわけでして、 I want toのあとに
improveと出てくるわけです。つまりこれは改善していく
という意味です。つまり Badではないわけです。ここが非
常に微妙だと思うのですが、 ぶざまなものであっても、 Bad ではない。 顔マークの口も 「へ」の字
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ではなく、 真っ逍ぐなんです。 ちょっと自分たちが工夫すれば good になるかも知れない。 でも何
もしなければ 「へ」の字になってしまう。 先ほど言いましたように、 自分たちにもできるかも知れ
ない。 あるいは、 自分たちで何かしなければダメになってしまう。 何かする責任がある。 そんなこ
とを考えさせるU glyという言葉なんです。

良いか悪いかだけでなくて、 このU gly を入れたことが私は大事だと思います。 つまりアヒルの
子もいつか白鳥になるんだという、そのためには自分達がImp roveしなければいけない、というこ
とを考えさせるわけです。 この方法がうまく行っているなと思うのは、 こういうシートをつけさせ
ると、 子ども達はこのU glyに一番反応するわけです。 私たち大人が持っている 「言ったってどう
しようもない」という世界ではなく。 「何とかしなければ」という気持ちがあるから、子どもたちは

U gly という部分にいっぱい反応してくるのだと思います。もちろん、英国人だってU gly という言
葉は決して好きな言葉ではないと思いますが、 でもそうでありながら口の形を真っ直ぐにしたマー

クにしているという、 こういう教育で、 見つけてきたものに対して自分で考えて自分で行動しなけ
ればならないと判断させる。 それを小学校5年生あたりでやっている。 だから文部科学省が言って
いる 「生きる力」という部分について、 校庭という題材で一番手っ取り早くやらせるわけです。

そして、 そこまでやったら後は「つくる人」におまかせします。 この授業は誰が進めているかと
いえば学校の先生と地元の建築家が組んでやっています。 建築の知識や図面を描くときには学校の
先生はコーディ ネーターになり実際に教えるのは建築家、 ニコニコマークをつけるような作業は学
校の先生が指導して、 協働で二期制でいうと半期かけて週二回の授業でやって、 最後に図面を作っ
て相手に渡して、 「たべる人」としての役割はここまでなのです。あとは 「つくる人」にまかせると
いう授業をして実際につくられていくわけです。 このような学習を英国の様々な小学校で、 ちょっ
と強弱は違いますがやっているそうです。

(4)都市学習センター

もう一つ大事なこととして、 英国では学校外にも都市学習センターという仕組みがあります。 こ
れが非常に強力な組織でして、 3年ほど前に学生を連れて調査に行ってきました。U rbanStudies 
Center（以下USC)、 直訳して都市学習センターと言っていますが、意味合いとしてそれが良いの

かどうかはちょっとわかりません。1975年にロンドンにノッチンデールに初めてできました。地域
の歴史や開発、 まち学習のための様々なプログラムを用意する、 つまり学区の中にちょうど児童館
みたいな感覚で、 このUSCが建っているわけでして、 誰がここに行くかといえば、 放課後に学校
の先生が行くわけです。 もちろん生徒も行きます。 では、 学校の先生が一体何をしに行くかという
と、 自分が学校で使う教材のための相談に行ったり、 プログラムの仕込みに行くわけです。

1980年代には 40箇所に設置されまして、地域拠点という形で学校の先生方がそこに行くのです。
最初はロンドンで区営としてやりました。 現在は非営利の団体、 いわゆるNPOでやっています。
サッチャー首相の時代に公共投資がどんどん削減されてしまし、 それまで区でやっていたUSCが
どんどん減ったために、生き残りをかけながら民間の感覚で運営しています。ただ民間と言っても
もともと学校の先生だったOBの方とか、 市役所の都市計画課に勤めていた人とか、 まちづくりや
環境の専門家、 そして学校教育の専門家がペアになってこのセンターにいます。 先ほど言いました
ように、 サッチャー政権以後、 行政から独立した組織として再スタートしなければいけなくなりま
した。 ですからこのセンターがどうやってお金を稼いでいるかというところが重要なのです。 とは
言え、学習の相談にきた先生から、 1回500円とかの相談料を取れるかという話があって、 実際に
やっているのは、 講演会やセミナーのテキストや授業プログラム、 例えば4回の授業でテームズ河
畔を歩くプログラムとか、 それをキットと称していますが、 キットを売って何とか細々と運営して
いくわけです。

現在、 ロンドンでがんばっているのはハマースミス＆フルハムのUSCでして、 しっかりと儲か
っているという話だったものですから、 センター長に学生と一緒に会いに行きました。 このセンタ
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ーは 1978年に区役所が先生方を支援するためにつくったもので、 つまり学校の先生に「まち学習」
を全部おまかせといった仕組みをとっていないわけです。 このようなしっかりとした支援体制を行
政がつくっているところが、 ある意味で日本とは異なるだと思います。 そして 1983年に区から独
立して、 民間運営の会社になりました。 地域の都市環境をあらゆる面から学習する技術、 地域環境
を客観的に認識見つけてきて問題を解決する上で必要とされる技術、 知識そして指針を地域住民
に提供していくことを目的として、 このUSCは活動しています。

そして子どもだけでなく大人も対象とした学習センターになっています。 具体的にはどんなこと
を教えているかといえば、 地域の教師達への支援、 ナショナルカリキュラムにそったプログラムや
教材資源の利用法の開発、 一方で資料収集もしています。 ある小学校の先生が、 面白いまち学習の
授業プログラムをやったということであれば、 ぜひそれをという形でプログラムを集めてきてデー

タベース化する。 これは地域の先生方にとって大変なプラスになるわけでして、 センターに行けば
様々なプログラムがあるわけです。 別にパクルとかそんな意味ではなくて、 いろいろなプログラム
を自分の目で確かめていただきたい、 それから地域住民向けに生涯学習センター としても役立って
いるわけです。

都市は算数、 歴史、 地理理科、 政治、 言語などが含まれた効果的でかつリアルな学習対象であ
ることから、 都市学習センターと称していると言います。 けして建築家養成とか、 将来、 例えばオ
ックスフォ ードの建築科に入る人を養成しているわけでも何でもなく、 都市というものは様々なこ
とを様々に効果的に勉強できるということで、 そのための支援をやっていくから、 先生方、 楽しん
でプログラムを自分たちでつくっていきましょうよということであって、 けして「まちづくりセン
ター」とは違いますので、 そこをちゃんと理解していただきたいと思います。

例えば内容的に調べてきたものをお話しますと、 小 ・ 中学校、 大学やコミュニテイグルー プ向け
のプログラム、 プロジェクトの企画、 ですから小学校の先生方に学校のプログラムで先ほどお話し
したタウントレイル、まち歩きのカリキュラムのキットを作ってあげたり、コミュニテイグループ、
例えば地域で川の問題についていつも憂いを感じているようなグループに、 川歩きのための方法と
いったものをお教えするわけです。 それから夏休みや冬休みのような長期的な休みの時に、 先生方
をトレーニングしてサポートしていく。 もちろんそれは有料でやっていきます。 そして、 キット、
あるいはミニコミ誌みたいなものを発行しています。 それからコンサルティ ングも時々やっていま
して、 地域に関しての調査、 あるいは調査のサポートをしながら、 調査には学校の先生にも入って
もらい、 一緒にやっていくことによって先生方に様々な材料を提供することができるわけです。 地
域の様々なネットワーキングをしていく。 これができるなら本当にいいことだと思うのですが、 こ
れを最初は区役所がやろうとしたということで有り難かったのですが、 それがいま民間運営になっ
たわけです。

イギリスはこういう民間が仕事をするときに補助金を日本とは違いたくさんくれるわけですが、
それでも一つ原則があります。 1年間の決算を出した時に、 国や区からきた補助金の金額よりも自
前で稼いだ金額が1円でもいいから高くないと、 次の年から補助金が削られます。 つまり補助金に
依存しているNPOのグループは次の年には補助金がもらえなくなってしまうわけです。 ですから
今まで潰れてしまった都市学習センターは補助金の額の方が多かったり、 自前の教材を売れなかっ
たためにどんどん消えていきました。 ハマースミスが 20 年たっても唯一残っている理由は、 実は
彼らの教育教材や調査、 例えばまちづくりの調査をやってくれと言われたら、 1回50万円で受け
るわけです。 だから、 ちゃんと有給の職員も雇うことのできるお金があるのです。

基本理念についてはまさに実践的な方法。 やはり先生と一緒にコラボレートしていくという話
それから学習教材は地域そのものであるという話。 これはアイリーン ・ アダムスという英国の住環
境教育の第一人者の先生に言われました。 自分と違う考えを持っている子どもが、 同じまちを歩い
ていることに気づいてほしい。 多様な感覚があるということを見つけてほしいのであって、 まちを
歩いた時にここの街はこうしましょうという方法論を教えるのではなく、 違う考えがあってもいい



126 
北原 啓司

んだということを、 まず明確にしなければならないと言われました。 環境教育をしていくうちに、
いずれは地域コミュニティに住民として参加させ、 巻き込んでいこうという狙いがあります。 セン
ターの活動によって子どもたちが自分達の地域の都市環境やその変化の過程など幅広く理解するこ
とが可能ですし、 子ども自身が環境に対して関わりを持つ、 自分たちが接する役割があるというこ
とを感じさせるために、 この都市学習センターがあるわけです。

私はこのセンターをなんとか日本で実現させたいと思って、 動いてもらっているところがありま
す。 それが西目屋村にある砂川学習館です。 私が英国のUSCを見て、 国上交通省の津軽ダムの所
長にお話ししましたら、 「俺達のやりたいのはそれだ」と言うのです。行政の専門家が学校の先生を
サポートするために、 施設が必要になります。 あそこは大きなダムを作るために砂子瀬小学校が廃
校になるということで、 数年前に総合的な学習に協力させていただいて、 廃校後は砂川学習館とい
う施設にしていただきました。 西目屋の山奥の施設ですが、 モデルは英国なのです。 それで弘前の
理科研究会のトップだった千年小学校の元校長の福井庸雄先生に行って頂いて、 皆さんをお待ちし
ているわけです。 なかなか大人数に来てもらえないので、 それほどお金は入らない世界ですが、 ゆ
くゆくは英国のUSCのようにしたいと思い、 初めて設立したのがあの建物なんです。

ところで、 ハマースミス＆フルハムのUSCは、 センターという名前とは違って、 ほんの小さな
建物です。 この建物自体は、 ラルフ ・ アースキンという世界的に有名な建築家が設計したもので、
2階と3階がセンターになっています。 ちょうど教育実践総合センターと同じくらいの規模だと思
います。 そして地下には地域の図書館があり、 もう20年、 30年前の新聞のデータベースがはい
っています。 私達が行ったらすぐそこに連れていって、 日本のデータもあるよと言われて、 相撲の
記事を見せられました。

常駐のスタッフは、 中学校の社会科の元教師と元行政マンです。 こういうそれぞれの分野のプロ
がいるから、 仕事ができるのだと思います。 実際のまち学習で地域を歩く時にはポラロイドカメラ
で写真を撮ったり、 インタビューやスケッチをします。 大学生のボランティアが手伝う形で、 撮っ
てきた写真を地図に貼っていきます。 その後に、 地域の人々、 例えば区役所のおじさんに来てもら
ってお話を聴く。 最後にそういうお世話になった人達を全部集めて、 成果の発表会をしていく。 学
校の授業ではありません。 センターで放課後にやっている授業です。 とは言え、 学校の先生方もこ
こに来て、せっかくだから、ここのスタッフと一緒に授業をするということもやっているようです。

建築の人間として思うのですが、まちを勉強しなさいという話をしても、このセンターのように、
その間に立ってつなげる役がいないと、 役所の専門家と学校の先生が、 直接話をできる機会などは
なかなかないわけです。

そういう意味でいうと、 かっこよく00センターと言わなくていいですから、 教育と行政との間
に立つような組織が必要だと思います。 私は大学自体がそういう機能を持っていると思っていろい
ろやってきましたが、 砂川学習館のようなちょっとした建物あるいは児童館というものが、 子ども
の福祉ということ以上に、 地域学習の拠点として成立するように少しテコ入れしていくということ
が可能なのではないかという気がしています。

(5)津軽の子供たちのタウントレイル
こういうようなことを日本に帰ってやってみたということで、 先程の「the Good, the Bad and 

the Ugly」、附属小学校の5年生に写真を与えて、これを研究した学生はこのまま大学院を卒業して
学校の先生になることをやめてなんと私と同業で住居学の先生をしているのですが、 イギリス流に
やってみたわけです。24枚撮りカメラで 1週間で撮って来て下さい。10枚が好きな景観「the Good」、
10枚が嫌いな景観 「 the Bad」、 最後の「Ugly」という英語を小学校5年生に言ってもわかりませ
んので、 「気になる景観を撮ってきて」と依頼する形でこいということで、この3つを撮ってきても
らいました。
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やはり岩木山の写真が一番多かったのですが、
私がおもしろかったのは岩木山の写真を持って
きた1 20人の子どもたちのそれぞれの岩木山の
構図が全く違うことです。右の写真は道路沿い
の山の形がきれいに見えるところ。もちろん、
皆さんご存知の天守閣に行って撮ってきた子ど
ももいます。しかし自分の好きな岩木山と言っ
て傑作だったのは、自分の家のトイレの窓から
撮った岩木山、トイレの枠が見えその中に岩木
山が見えます。なぜ その子が自分の一番好きな
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岩木山だとして持ってきたかと聴いたら、 その男の子は 「毎日、 朝起きたらうんちをしなければな
らない。ばっと窓を開けた時の岩木山が私は好きだ」と言うのです。その子にとって岩木山は、ト
イレの窓から見えなければいけないわけです。こういうこだわりが実はあとで環境に子どもを巻き
込んでいく時に大事なことだと思います。観光写真の岩木山の写真はいらないのです。 そういう写
真だからいいと思うのです。

私はいま青森県庁に頼まれて、 景観教室を小学校4年生を対象にやっています。写真を撮るお金
がないのでみんなに絵を描いてきてもらって、 それで私が授業をやるという形のものです。このあ
いだも桔梗野小学校の4年生を対象にやりました。ここも岩木山が一番多かったのですが、 これも
傑作でした。トイレではありません。OOちゃんの家でカメと遊んでいてパッと見ると岩木山があ
るとか、 それぞれ個人的にこだわりの岩木山を長々と説明してくれるわけです。岩木山という3文
字を説明するために様々な説明がつきます。私は そのことが大事だと思います。

そういう写真があるかと思うと、OOちゃんの家の風除室というものを撮ってくる子もいます。
ですから子どもたちはいつも見ている風景を本当に捜してきてくれました。いま青森県が小学校4
年生に配布する景観副読本があるのですが、
何と それに使ってもらっています。誰が撮ろ
うが子どもが撮ろうがこれが景観の要素だと
いうことを見てもらえればいい。イギリ スの
窓の絵を20枚描いて来なさいというのと同
じスタイルです。冬休みじゃだめなんですね。
夏休みにこの空間がどう使われているのかが
おもしろいと思います。秋だからここは空い
ているわけです。 冬だとここは寒いから、 北
国独特の風除室なわけです。これも一つの景
観資源です。

一方、 次はBadの写真です。これを見て
一発でわかる方は弘前に精通している方です。
実は市内のある小学校の横にある公園のトイレ
です。「こんなトイレでおしっこなんかしたくな
い」というコメントと同時に小学5年生の男の
子が写真を撮ってきました。確かに不気味で汚
いです。実は弘前市役所の職員を対象にした研
修でこれを数回、 まるで暗示のように見せてい
ましたら、とうとう今年きれいになりました。
市役所の人が気づいて、 少しきれいにしてくれ
たようです。
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これを ご存知の方は7、 8年前から弘前に
いらっしゃる方です。、私がこの大学に来た時
にはこの建物がありました。 今、 ここはビデ
オ屋さんに代わっています。 樹木町のかつて
はスーパーだった所ですが、 ここの写真を撮
ってきた子どもが 「誘拐されそうだし、 不気
味でお化けが出そうだ」と言うわけです。 そ
して最後に 「このままにしておく弘前市役所
が悪い」というコメントです。 うちの学生が

「あのね、 これは弘前市役所の場所ではない
から、 市役所が悪いわけではないんだよ」と言いましたら、 その時の子どもの答えが今も忘れられ
ないので市役所の職員の方によく言うのです。 「そんなことは僕だってわかる」とその男の子が言う
のです。 「でも、街の中で、 気持ちの悪い場所や不気味な場所など怖い所があるのに、 そのまま放っ
たらかしにしておくのは市役所が悪い」と言うのです。

私はそれが正論だと思って市役所の人に伝えました。 ハイローザ跡地をどうするのかということ
と同じです。 そこは弘前商工会議所が貿いとったわけですけれど、 じゃあ、 商工会議所さんお願い
しますではなくて、 商工会議所が何かしていく時に市役所がやる役割があるわけなんですね。 だか
ら、 何もしないのはやっぱり悪いと思うわけです。 そういった発想は小学校5年生の、 変に世間の
ことを諦めたりしないフェアな気持ちから出てくる、 ごく自然の発想であり、 また都市計画をやっ
ている立場から言うと、 非常に大事な話です。 公共スペースというのは、 弘前市役所が持っている
から公共のスペースではなくて、 みんなの場所だから公共のスペースということです。

「公共」という言菓を、 実は日本は履き違えました。 ちょっと余談になりますが、 私は博士論文
をまとめるにあたって 「公共」という言葉に興味を持ちました。 そもそも 「公」という言葉がいつ
日本に入ってきたかを調べましたところ、 実は 「公」は「私」と同じつくりを持っている感じなん
です。 「公」という字のなかに 「ム」と書きますが、あれは 「私」という字の右側の 「ム」なのです。
実は 「公」という字は 「私」を開くという意味だそうです。 上に2本手を広げて私を開く。 だから
お上とか行政という言葉と全く違いまして、「公」というのは私達が開いていくという意味なんです。
だから民間の土地であっても公共性を持っていいわけです。 なぜ日本で今の公共の概念になったか
というと、 大和朝廷の時代に中国から 「公」という字が入ってきて訓読みで 「きみ」という字に変
わりまして、 「きみ」というのは、 当時は王様ですから天皇です。 ずっと江戸時代まで「きみ」とい
うことばは天皇を指すわけです。 そして、 明治になり福沢諭吉が有名な 「天は人の上に人を作ら
ず・・・」の世界で、 「公」というのが天皇でなくなって、 市民社会のなかで上になるものという世
界でその時に一番わかりやすい概念は行政だったのです。 公共権力だったのです。 ですから、 アメ
リカやヨ ーロッパのパブリックの考え方と日本の 「公共」は違います。 ところがこの「公共」とい
う発想を子どもが見てくれているわけです。

次は 「Ugly」。 さすがに気になる景観とし
たのですが、まずはこの写真でして、 「中三デ
パート」です。 何だかよくわからないけどへ
んな写真だということで、 写真のタイトルが

「カップラーメン」でして、 この感覚で私は
二重丸をあげたいのです。 おもしろいねと。

ただその子どもがうちの学生とじっとこの
拡大した写真を見ていたら 「先生、 これは気
になる景観ではなく、 嫌いな景観に変える」
と言ってきました。 その理由は何故かという ,＇miW'9 9 、冷
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と、 この写真を撮っている時は全く気づかなかったということですが、 拡大してこの写真をみた ら
「何だこの電線は」という話にになったらしくて、 その子どもとうちの学生が 1本ずつ電線を数え

ていたら、 あの下土手町の単なる 1本の通りに、 何の電線かよくわかりませんけど全部で 1 9 本も
ありました。

皆さんおわかりでしょうか。 いま下土手町は電線を地中に
埋設しています。 良くなりました。 しかし、 その当時 ここ
に 1 9 本もあった。 何だろういったい、 という話になるわけ
です。 写真を撮った時、 その子が何も気づかなかったとうい
うのは、 日常歩いていてある意味で慣れてしまっている景色
なのです。

さてこれは、僕が最も好きな写真です。何と、 「気になる警
官」だと言うのです。 「だって北原先生は気になる景観を撮っ
てこいと言ったじゃない」と。 私たちはこういう看板を見る
と、 ここが交通事故多発地域だと思うわけです。 街の中にこ
ういう変なものが立っていることに、 私たちは麻痺していま
すが、 5年生にしてみたらこれは変な写真なわけです。 こう
いうふうなことを何かヒントにしていくと、 プロにとって参
考になることも、 たくさんあると思います。

(6) いわきまちづくりコンクール
そういうことは学校教育では無理なので、 地域教育でやっていこうというのが「いわきまちづく

りコンクール」です。 これは岩木町ではなくて、 福島県のいわき市です。 私は、 このコンクールに
ずっと関わっていまして、 まちの宝物をみつけてきましょう、 というコンクールなんです。 Badも
見つけてくるのですが、 大人も子供もそれぞれに見つけ出そうということで、 社会教育的なノ リ で
やっています。 実行委員会を作って行政のプロとまちのサポータ ー、 このサポータ ーのなかには学
校の先生も入っていますし、 地域住民、 主婦、 私の研究室もサポータ ーになっています。 毎年 10 
万円という賞金で、 宝さがしのコンクール （絵地図コンクール） をやっています。 千葉大学の先生
と東京の建築家と私、 あと地元の人が審査員ということでやっています。

ちょっと応募作品を見ながら 「まち学習」の雰囲気を味わっていただきたいのですが、 大人が普
通にやるとどうなってしまうかということをお話します。 これは、 3人組の大人たちが応募したも
のです。 それは何かと言うと、 いわきの街なかを週末に歩き回って写真を撮りまくったわけです。
それを地図に貼り付けて、 一番いいルートを作り、 そこに 100円バスを走らせるといいのにという
提案です。 一生懸命がんばっていらっしゃって良かったのですが、 ここに出てきた写真は誰もが知
っているいわきの観光名所の羅列なのです。 これだと観光協会と市役所がうまく考えてやれる、 で
も本当に欲しいのは、 いわきの皆さんが知ら
ないものであって、 何とか発掘してほしいと
いう意図があるので、 この作品ではグランプ
リ の 10万円は来ないのです。

それではこれに勝つのはどんな作品かとい
えば、 例えば小学生の女の子が見つけてきた
「私の停留所」というスケッチブック 1冊の
作品でした。 この子はバス通学でなくていつ
も歩いていますから、 停留所という感覚はお
かしいのですけども、 いつも歩いている学校
の登校路に見る風景 10 ヶ 所を停留所にして
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説明が書いています。一つ目の停留所は山田さんの家の縁側でした。山田さんのおばあちゃんが縁
側でみかんを食べてまして、 その脇でその子がち ょ こんと座って時折食べさせてもらうというもの
です。山田さんの家の縁側は停留所だと、 そういう小さな空間とか環境について歩いている速度の
目線なんです。先ほどの大人のスピー ドは、 自動車の速度でものを見ていますから、OOOとOO
0とをつないで地図になるのですが、この子は歩いていくスピー ドですからスケッチブックで順番
に見ていくという物語になっているところが 大きく違うわけです。グランプリ にはな り ませんでし
たが、とても印象的な作品でした。

疇問題を意識して、リ サイクル公園の模型
を作ってくる子供もいれば、 この写真は私がグ
ランプリ に押した兄妹の作品です。「お兄ちゃん
が見つけてきたいわきの石」。きれいな絵地図を
おかあさんと3人で作ってきました。この子が
見つけてきた宝物は路傍の石なのです。この三
叉路の角にある漬物石くらいの大きさの石です。

「この石はうちのおばあちゃんが妹の恵美を待
っている時にいつも座っている石です。座るの
にち ょ うどよくとても役にたっています」と説
明書きがされています。この文章からすると、
ここは幼稚園バスの送迎場所なのです。 それで
5年生の男の子がいわきの宝物は何だと聞かれた時に、 おばあちゃんがいつも座っているあの石だ
ということを見つけたことは、本当にすばらしいと思うわけです。

それではこれを誰がどう活かしていくかというのが問題だと思うのです。「まちをたべる人」とし
て、 これを見つけてきてくれたのです。これを使って 「まちをつくる人」は何を考えるべきか。何
しろち ょ っと離れたところに公園があるのです。この公園には誰も座らないベンチがあるのです。
実際に必要なものは、 ここに街路樹の植樹桝があって、 そこにち ょ っと腰掛けられれば それでいい
のです。 そういう計画をしないで、ここに緑を植えて公園を作ってここは単なる歩道、 ただの道路
にしようと市役所の人がやってしまうわけです。「まちをつくる人」と 「たべる人」との関係から言
えば、こういう 「まち学習」のアウトプット そのものを、市役所がどう活かすかというのは、 これ
からのや り 方次第ではとても重要になってくると思うのです。

嘘みたいな本当の話でこの男の子のお父さんが、 当時どんな仕事をしていたかと言えば、 何とい
わき市道路計画課係長と言っていました。しかも、 ここの道路の拡幅工事を担当していると言うの
です。冗談でしょ と思いましたが、自分の息子が見つけてきた石を、 下手をするとお父さんが真っ
先にブルトーザーで運んでしまうわけです。別に、小さいものを見つけたから褒めてあげるという
ことではなくて、まちをつくるためのヒントを見つけてくる。 こういう ヒントの方が、 最初に出た
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バスツアーを提案する 大人よ り も、本当の意
味で役に立つのだと思います。

ところで、こういうプロジェクトをや り ま
すと小学校が総合的な学習の先駆けとして応
募してくるわけですね。この写真を撮ったの
は 1 995 年ですから総合的な学習はまだ始ま
っていませんでした。ただ、 もう先取 り した
先生方はどんどんやってきました。このクラ
スは 40 人で来ました。高久小学校というこ
の学校は、古い方言をカルタにするために、
おばあちゃんにインタ ビューをしています。
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つまりいわきの宝物はもう標準語になってしまっているけど、 いわき弁であるというのです。 みん
なで古い民話を、 方言を使いなが ら紙芝居にするという作品でした。 いわきでは、 このように学 校
先生方をその気にさせなが ら、 地域のイベントが進め ら れてきています。

2 「まち学習」と総合的な学習の時間

ややイベント的な 「まち学習」の話をしてきましたけれども、 いよいよこれを学校教育に使 う と
いう話をした時に、 まち学習を総合的な学習で考える時にポイントとしてレジュメにも書いておき
ましたけども、 文部科学省の教育課程審議会が出した総合的な学習、 生きる力の 目安の文章を改め
て読み取ってみると、 これは先ほどの英国の都市学習センターに書いてあることとほとんど同 じで
はないかと思ってしまいます。 情報を集めて、 調べて、 まとめて、 討論していく。 大学でも総合演
習という科 目でやっていますが、 主体的、 創造的に取り組む態度を育成する。 自己の生き方につい
て自覚を深める。 これが 19 98年に出されていたわけです。

そういう形で総合的な学留の時間をとるべきだと書いてあるわけですが、 ご存知の通り総合的な
学習にはいろいろなことが言われていまして、私が見てきた一つのシンポジウムでも、 「いずれは消
えるのでしょう ？ 」と文部科学省の方に対して、 直接訊く先生もいました。 そういうふうにしてゆ
とりの時間と、 ある種混同されてきていますので、 総合的な学習については、 何となくゆとりの時
間を使いなが ら、 教科と違い総合的なものをすればいいんだと割り切ってしまっているところに、
やや間題があるような気がします。

さて、 先ほど発見的方法の話をしましたが、 総合的な学習がこの発見的方法の4つのキーワ ード
に当てはまるということをお話したいわけです。 見つけて、 それを自分たちで調べて、 それか らど
うするかをしっかり考えてみる。 そしてこれを活かして創造的な提案をする、 という一連のプロセ
スは、 まさに 「まち学習」のプロセスなのです。したがって、 「まち学習」が総合的な学習の流れに
フィ ットするだろ う と思いまして、 いくつかの学校に 「まち学習で総合的な学習をやりませんか」
と声をかけてきたのです。

( 1 )愛知県西尾小学校の「まち探検」と PTCA
日本で最も「まち学習」が進んでいると言われている、 愛知県西尾市立西尾小学校の事例を紹介

しましょう。 これは社会の先生方が中心になってやっている授業です。 ちょっとお見せしたいと思
います。

愛知県なので離れているのですが、 縁がありまして、 まちづくりやワークショップの授業に呼ば
れまして、何回か授業を教えて、そしてうちの学生たちもここに行ってきて、卒論を書いています。
校長先生は赤堀さんといって、奥様が津軽の出身です。その方が何年か前か ら PTCA という言葉を
提唱されていまして、 「まち学習」をしていく時は PTA では無理であり C ( Comm unity) が必要
だと。地域の人材をどうやって学校教育に活かすかによって、 「まち学習」というか総合的な学習を
進めていくことができると、 ずいぶん前か ら提
唱されています。

この小学校では、 総合的な学習の見本市のよ
うなものを 2001年と 2002年にやりました。私 ＇ 

はその時に招かれまして、 そこで見てきたもの
を、 今日は皆さんにお見せいたします。 冑

ここでの3年生の 「まち学習」は、 とにかく
「まちの先生」を捜しまくって人と会って来て、

絵地図をつくるという授業です。おじいちゃん、
おばあちゃんは00名人です。 西尾市は抹茶の
生産地ですので、やはりお茶の話が出てきます。

疇
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お茶の入れ方について、 しげ子おばあちゃんに訊
いてくる。 一方で齊藤さんのおじさんはす ごい。
調べて見ると日曜大工がす ごい。 そんな調査結果
を模造紙に書くわけです。

一方で、 学校にお化けかぼちゃを作った名人の
おじさんを連れてきます。 お年寄りだけでなく、
若い人も連れて来るわけでして、 この子になぜこ
のお姉さんを連れてきたのかと先生が訊くと 「若
かったから」などという答えが返ってきたりとか。
でも、 本当の理由が実はおもしろいのです。 この
女性は証券会社の社員なのです。 まちを歩いてい
ていつも、 証券会社の店頭の数字の羅列というも
のに、 子供たちは大変気になるわけです。 ＋24と
か• 9 とか何だろう。 毎日数字が変わっている。そ
れでこの女性に訊きにいったそうです。そこで 「学
校にきてください」ということで、 彼女が来て株
式について説明してくれる。

そんなわけで、 すべての先生を見つけてきてこ
の地図に書こうとしたら地図に載り切らなかった
ので、 まわりに顔写真を貼って「まちの先生」と
いう形でまとめたのがこの写真です。 まちづくり
の勉強ではありません。 まちの人に会ってくるこ
とを 「まち学習」と言っています。 そして時々、
お世話になった「先生」を集まって、 このような
発表会をしています。

4年生になると、ただ会って来るのではなくて、
ある職業、 つまり西尾市は各種民芸品の生産地で
あり職人の方がたくさんいらっしゃるので、 社会
見学的に会いに行くという、 「職人探検隊」 という
形で目的が一つ加わります。

5年生になると、 まちへの提案になります。 こ
んなまちにしてみたいという形で3年生、 4年生
で見つけたものを活かしながら楽しい計画として、
西尾のまち改造計画を作ります。 何となく 「まち
づくり学習」的な流れになっています。 ポスター

セッションで発表をして、 その時お世話になった
方々に来てもらって、 いろいろ評価してもらうと
いう授業をしているわけです。

6 年生になりますと、 私が行って、 まちにある
古い蔵の利用法をまちの人に提案するというワー

クショップを行いました。
これはスマイル学級の発表風景です。 これは私

が子供の頃は特殊学級と言っていましたが障害の
あるお子さん達のクラスです。 つまり総合的な学
習は普通学級だけではない、 スマイル学級でも体
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験させなければならないのだということで、 この小学校ではカリキュラムを作っているわけです。
他のクラスと同じようにまちに出かけて探検してきました。 スマイ）口と級の子供達がまちを探検し
て感じた印象は、 お店屋さんがおもしろいということなんです。 自分たちでお店屋さん ごっこをし
たいという話になって、 それでは何かを売らなければいけないじゃないか。 ではこの授業ではどう
いう展開をしたかと言いますと、 「自分たちのお店を開こう」。 どんなものを売っているか見学して
きて、 そして自分達で何かを売ろう。 何を売ればいいんだろうといった時に、 図工の授業を絡ませ
て来年のカレンダーを作ろうということになって、 お絵かきをしてカレンダーを売っています。 こ
れもまち学習なのです。

さっき言いましたようにまちはどんな場所なのかということで見た時に 「お店がいっぱいある場
所だ」と感想を持ったことで、 彼らはお店を開くということを学習したのです。 当日、 私達が行っ
た研究会ではこうしてカレンダーを売るということを体験していました。 これもすべて総合的にや
っている 「まち学習」だと思います。

(2)黒石市立浅瀬石小学校の学習プロジェクト
実は、 西尾小学校の 「まち学習」はす ごいですよ、 といろいろな場所で講演していましたら、 黒

石の浅瀬石小学校の先生が、 実際に西尾市まで行ってくれまして、 「あれす ごいわ。 今度、 北原さん
の研究室と一緒にやりたい」と相談に来てくれまして、 それ以来、 お付き合いする形で 「まち学習」
を始めました。私たちが考えた浅瀬石小学校での 「まち学習」の定義は、 「子供ひとりひとりがまち
を歩いて発見して来る様々な場所、 人、 出来事などがすべてが地域の宝物になる。 子供たちが発見
した事実に価値を見出し子供自身が調べていくプロセスを評価していく」というものです。 木村美
穂子先生を中心に進められています。そこに、私達が入って一緒に歩いたり、授業の協力をします。
今からお見せするポスターは、 昨年の2月 に西尾小学 校の総合学習の見本市に呼ばれまして、 浅瀬
石小学校が発表してきたものです。

浅瀬石小学校ではこの学習プロジェクトを 1年生から導入しています。 1年生は学校探検、 学校
の中をデジタルカメラを持って、 おもしろいところを写真に撮って歩き回る。 一番おもしろかった
のは校長室の校長先生の顔というのが印象的でした。 そして、 「浅瀬石たんけん」 「学校の秘密を探
れ」 「私達の浅瀬石川」 「ふるさと再発見」、 最後は 「黒石駅前に公園を提案する」ところまで系統的
な学習にしています。

地域との連携ということでは、 公民館で主催している 「ふるさと授業」を小学校の先生達が受講
したそうです。 理由は先ほど説明した英国の都市学習センターと一緒だと思います。 公民館事業に
参加して教えるべきネタを仕入れてきて、 子供達に教えようという形で勉強したとおっしゃってい
ました。 後は私たちが協働で入りましたのと、 地域の参加ということで、 いろいろなことを行いま
した。 西尾小学校の 「まち学習」の影響が強いですから、 いろいろ人に会ってくることが中心にな
ります。 川の先生とか土地改良区に行こうとか、 「まちの先生」に会って来ようという話です。

私の研究室の学生達も 「まちの先生」に昇格し
たようです。 うれしいことにこの学生たちは、 運
良くその年に小学校の教員採用試験に受かりまし
た。 赴任してすぐに一人から電話が来ました。 こ
ういう経験をしていますので、 総合的な学習をど
うしようかという時に、 新人のくせに 「まちを歩
けばなんとかなりますよ」と言って、 聾盛を買っ
てしまったそうなのですが、 後期からはその責任
者になったと言っていました。 「まち学習」の経験
を西尾や浅瀬石でさせてもらったお陰で、 彼らは
こういうことに関して動けるようになりました。
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おもしろいのは図工の時間にデジカメとコン
ピュ ータとで名刺を作りました。 人に会うとき
は 「浅瀬石小学校のOOCX)です」 と名刺を渡 攣麟言 屯 況石 出発碍導葛

さなければいけないので、 子どもたち一人一人
が名刺を作っています。 そうやって人にちゃん
と話を聴いてきなさいということを指導してい
るわけで、 地域でも非常に喜んでもらったとい
うことです。

そして調査のお礼に 自 分達でつくった手ぬぐ
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いを置いてきます。 これも家庭科の授業とコン ピュータの印刷も含めて何でもかんでも教科として
使えるわけで、 それを「まち学習」 という言葉で呼んでおり、 「まちづくり学習」 ではありません。

現在でも浅瀬石小学校では 「まち学習」 が続いていて、 私達も時々、 活動の中に呼んでいただい
ています。

3 . 「まち学習」の評価とは

( 1 ) 総合的な学習の評価が直面する課題
「まち学習」 の現場で、 先生に質問された時、 どう答えるか一番困るのは、 「ここまでやったもの

をどうやって評価しましょうか」 と現場の先生に訊かれた時なんです。
実際問題として、 私がやっている 「まち学習」 にしろ、 総合的な学習の発想にしろ、 そして英国

の住環境学習の発想にしろ、 人と違う多様性を育てる発想が必要であって、 全く皆同じ 目標像を目
指しているわけではないと思うわけです。 総合的な学習だから総合的に評価しなければならないと
いうことではないと思います。 総合的な学習に絡んだもので、 もしかして家庭科の授業が何かでき
るかもしれないというだけの話だと思うのです。 問題は個々が発見的方法であるものを見出して、
それから 目標像を設定して自分なりの解決案を提案していくという一定のプロセス、 最初の目標設
定の高さが多少低くても高くても、 そこまでどうやって到達したかというところで見ていくのが、
私は 「まち学習」 であると考えます。

ですから、 自分が立てた 目標をしっかりと克服できているかという話です。 なぜこんな話をする
かと言えば、 実は私の研究室が協力する形で八戸市のある小学校で 「まち学習」 の授業を実施した
ことがあります。それはニュータウンにある学校なので、まちの歴史を調べても何も出てきません。
それでも、みんなでまちを好きになってもらおうと思って歩きまして、10年後の自分たちの姿とい
う映画を作ってくれという授業をしました。 映画というより紙芝居です。

その時のことで、 今でも忘れられないことがあります。 私が学校に到着しましたら、 あるグルー

プが先生に怒られていました。 紙芝居のシナリオを見て、 先生がどういう理由で怒っていたかと言
いますと、 そのグルー プが描いた紙芝居の一つの絵は、 ニュータウ ンのお墓で肝試し大会をやって
いるわけです。 お化けの絵が描いていてそこを子供達が怖がって走っていくという絵でした。 その
先生が 「これは授業でやっているのよ。 何であなたたちのグルー プはそこでお化けやお墓の絵を描
いているの」 という言い方をして 「だめでしょ」 と言っていたのです。

なぜ、子どもたちがそのお化けの絵を描いたかというところが実は問題なのです。 「先生、ニュー

タウ ンにはお墓が 1個もないの」 と言うのです。 みんなどこか古い街から引っ越してきているので
す。 古い街にいると夕方どこで遊ぶといった時に神社の境内とかお墓とかなんですね。 夜遅くまで
遊んでいて、 一人ずつ帰っていく段階で、 暗くなってだんだん怖くなるのですけど、 それがその子
供達にはないわけです。 実は、 死んだおじいちゃんがニュータウンのお墓に入っているのです。 そ
のお墓のそばで肝試し大会をやっているわけです。 こういう気持ちというのはす ごく大事ではない
かと、 まちづくりの人間として思います。 この子達はおじいちゃんが死んで墓がここにあるという
形で、 このまちに住んでいたい、 住んでいくことが当たり前だと思っているわけですから、 墓もあ
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るのです。 腕掛けでニュータウンにいてどこかに帰るという発想ではないのです。 おじいちゃんは
ここに当然入る。 そのおじいちゃんのお墓にお供えしに行った ときに肝試し大会をやっている。 こ
れはけしてふざけているのではないんです。

もう一つ、 なん とかこの成果を成績に反映させたい と担任の先生に言われて 「あら」 と思ったわ
けです。 それで 「どうするんですか」と訊いたら、2つ考えている と。 「紙芝居を作ったので図工の
評価に反映させたい」 と言ったのです。 もう一つは 「作文を書いているから国語かな」 というわけ
です。 私は現場にいませんから偉そうなことは言えませんが、 それは違うと思いました。 私 自身は
そういうもので評価させたくてやっているわけではない。 絵が上手だったら5になって、 下手だっ
たら3という話では全然本質 と違うだろうと思うのです。 この間題は大変難しい と思います。

( 2 ) 総合的学習の通知票 ？
愛知県東浦町の緒川小学 校 という ところでは、 総合的な学習を想定した通知票を作っています。

左側が普通の通知票、 右側に総合的な学習の評価、 これが白紙なんです。 実は通信簿には罫線が引
かれていて、 普通は、 国語、 算数、 理科、 社会 と0をつけるところがありますが、 総合的な学習は
学期によって中身が全部違うので、 そこに紙を貼るという変わった通信簿なんです。 この小学校の
通りにするという話ではなくて、 小学校なりに総合的な学習というものをどう評価するか というこ
とを諏子錯誤でやっている事例を、 皆さんにもお見せしたいです。

4 まち育てのススメ
工学部から教育学部に来たという私の経験自体が「まち育て」 という言菓を生み出して、 今やこ

の言葉は全国でも使っていただくようになりました。 弘前市の都市計画マスタープランのキーワー

ドは、 「まちづくり」ではなくて「まち育て」でやっていただいています。
なぜか という と、 もうどんどん物を作っていく時代ではなくて、 今あるストックを再生して活用

していく時代なのです。 例えば、 昨年、 私も参加しましたが煉瓦倉庫で美術展をするとか、 今まで
せっかくあったのに何も使っていなかつものを活かしていく という発想は、 育てる発想です。 残し
て保存していく発想ではなくて、 ちゃん と使って全うしない と育てる発想にならないわけです。 で
すから、 明治村のようにただ残す世界ではないし、 新しいものを作るこ と とも違うのです。

子づくりやまちづくりは一晩でできるけど、 子育て とまち育てはエンドレスだ という話を時々す
るわけですが、 教育 というのは本当に大変な話なわけです。 まちづくりもエンドレスにものを考え
ていく観点がほしいな と、 いま教育学部にきてよかった と思っています。 子育ての発想でまち育て
を、 子供達 と→者にまちを歩いて何か気づいてほしい、 感じてほしい と、 そういう形で今までやっ
てきていますし、 これからもそういう形で地域 と関わっていきたい と思っております。

基本的にはつくる発想から育てる発想にといった時に、 まちを歩いてみない と わからない という
話があって、 それが学校の教育でできる とすれば、 英国や西尾小学校のやり方があるのかも知れま
せん。 地域でやろう としたら、 いわき市のように市民がやっている活動もあるし、 浅瀬石公民館が
小学校 とタイアップしている例もあります。 そして理想的と思えるのが英国の都市学習センターの
試みです。 先ほどほとんど潰れてしまったと話ましたが、 新しい都市センターが最近グラスゴーに
できました。 ライ トハウス、 灯台 という意味ですよね。 教育に光を当てる。 ここは教材を作って売
ったり、まちづくりの調査でお金を稼いでいます。先生達が子供達 と一緒に関わっていけるという、
教育の現場と街の動き との間に立つポジションのようなものがあって、 「まち学習」というものが総
合的に展開できる可能性があるのだ というこ とを、この何年か実践してきて考えている ところです。

私は本当の ところ教育のプロではなくて、 まちに関わっているプロ ということでは自負はありま
すが、 学校の先生方の前でどこまで教育の部分について話せるか ということに関しては自信はあり
ません。ただ、 「まち学習」を総合的な学習でやっていく意義というのは、自分としては話せた と思
っております。 ありが とう ございました。
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（本稿は平成 15年 11月 29 日に行われた教育実践総合センター主催 「第3回教育実践研究のため
の講演会」における講演の内容を北原啓司氏に ご寄稿いただいたものである。）




